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令和７年度 事業報告 

 

 

 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年間において実施した事業の内容につ

いて報告します。 

 

Ⅰ．概況 

 令和７年度の自家発電設備の需要は、依然としてエネルギー価格の高止まり等の影響を受け

つつも、巨大地震や大型台風などの自然災害に備えた防災対策、さらにはＢＣＰ対策の一環と

しての需要に支えられ、引き続き底堅い水準で推移しました。 

協会活動につきましては、自家発電設備の信頼性・安全性の一層の向上と普及促進を目指し、

製品認証事業および専門技術者養成事業を中心に、令和７年度も着実に取り組みを進めました。 

各事業の活動概要は、次のとおりです。 

 

Ⅱ．事業活動 

１． 自家発電設備の製品認証 

 

（１）消防庁長官登録認定機関としての認定の実施 

消防法施行規則第３１条の４に規定する消防庁長官登録認定機関として、「自家発電 

設備の基準」に適合していることの認定を行いました。 

なお、令和７年度開催の認証委員会における認定件数は、防災用自家発電装置が更新 

４件、常用防災兼用発電装置が新規３件でした。 

また、令和７年７月１日に登録認定機関の更新申請を行い、令和７年９月１６日に登録

の更新が承認されました。更新日は令和７年１１月１９日、有効期限は令和１０年１１月

１８日です。 

 

（２）製品認証機関としての認証の実施 

   ISO/IEC 17065に基づく製品認証機関として、自家発電装置等の認証基準に対する適合 

性評価の審査を実施し、認証委員会の決定に基づき、適合証明書等を発行しました。 

     令和７年度の審査実績(認証委員会に未上程のものも含む)は以下のとおりです。 

      なお、(公財)日本適合性認定協会より製品認証機関としての第６回更新審査を受審し、

令和７年１０月２８日に認定の更新が承認されました。更新日は令和８年４月１日、有

効期限は令和１２年３月３１日です。 

（審査実績件数） 

審査の種類 令和７年度 

計画数(件) 

令和７年度 

実績数(件) 

計画比 

(％) 

前年度比 

(％) 

新 規 審 査   ０     ３   －   － 

変 更 審 査  ０   ０   －     － 

更 新 審 査  ８    ８  １００ １００ 

サーベイランス ２３   １７   ７３   １０６ 
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（３）適合マーク等の交付 

製品認証機関の適合マーク、消防庁長官登録認定機関の認定マークを交付しました。 

 なお、消防庁長官登録認定機関の認定マーク交付枚数は、防災用自家発電装置及び常用

防災兼用発電装置の適合マーク交付枚数の合計と同数です。 

（交付枚数） 

種 別 令和７年度 

計画数（枚） 

令和７年度 

実績数（枚） 

計画比 

（％） 

前年度比 

（％） 

防 災 用 適合マーク    ５,６００ ５,７１３ １０２ １０２ 

登録票 ２４,８００ ２３,５１２ ９５ ９８ 

常  用 適合マーク       １５０ １２９ ８６ ９７ 

登録票       ４５０ ４８３ １０７ １０６ 

常用防災 

兼用 

適合マーク         １５ ６ ４０ １００ 

登録票         ４５ ４７ １０４ ２３５ 

可搬形 適合マーク １３,０００ ９,４７５ ７３ ７３ 

非常動力 

 

適合マーク １００ １２５ １２５ １１０ 

登録票 ２００ １９６ ９８ １０３ 

                          

２．自家用発電設備専門技術者の養成 

 

（１）自家用発電設備専門技術者の講習・試験及び更新講習の実施 

① 新規資格取得他に伴う講習・試験の実施 

      令和 7年 9月から１１月に、全国８地区で延べ１8回の講習・試験を実施しました。 

   （受験申請者数）  

種 別 令和７年度 
計画数(名) 

令和 7年度 
実績数(名) 

計画比 

(％) 

前年度比 

(％) 

自家用発電設備 

専門技術者 

１,０００ 

（１１６２*） 

８８０   

（１,０１３*） 

８８ 

（８７*） 

９１ 

（９２*） 

可搬形発電設備 

専門技術者 

６００ 

（６３８**） 

５４２    

（５５３**） 

９０ 

（８７**） 

８１    

（８２**） 

受験申請者数実績内訳（名） ； 

              自家用（会員）258* （一般）755* 計 1,013* 

       可搬形（会員）  8**（一般）545** 計  553** 

*再付与、科目別、区分追加を含む。 ** 再付与を含む。 
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② 資格の更新に伴う講習(更新講習)の実施 

     令和 7年８月から１１月に、全国１１地区で延べ２８回の更新講習を実施しました。 

（受講申請者数） 

種 別 令和７年度 
計画数(名) 

令和７年度 
実績数(名) 

計画比 

(％) 

前年度比 

(％) 

自家用発電設備 

専門技術者 ３,３００ 

    

３,４２９ 

 

１０４ 

    

１００ 

 

可搬形発電設備 

専門技術者 １,３００ 

 

１,３５８ 

 

１０４ 

    

９８ 

 

 

受講申請者数実績内訳（名） ； 

              自家用（会員）915 （一般）2,514  計 3,429 

         可搬形（会員） 13 （一般）1,345  計 1,358 

 

③ 講習のオンライン化 

可搬形更新講習に続いて自家用更新講習についてもオンライン講習を導入しました。

更新講習申請者４,７８７名中２,３４３名（申請者の４９％（前年度は３９％））がオ

ンライン講習を選択しました。 

 

④ 専門技術者資格保有者数 

種 別 

 

令和７年度末 

(名) 

令和６年度末 

(名) 

前年度比 

(％) 

自家用発電設備 

専門技術者 
２１,６４６ ２１,６７６ １００ 

可搬形発電設備 

専門技術者 
１０,２１２ １０,１１９ １０１ 

  

（２）点検済証の交付 

   専門技術者が発電設備の保守点検を行った際に貼付する点検済証を交付しました。 

  （交付枚数） 

種 別 令和７年度 

計画数(枚) 

令和７年度 

実績数(枚) 

計画比 

(％) 

前年度比 

(％) 

自家用発電設備 

点検済証 
１,７００ ２,０７０ １２２ １２４ 

可搬形発電設備 

点検済証 
７,５００ ６,８１５ ９１ ８５ 

 

（３）電気工事士法に定める特種電気工事資格者の認定申請への協力 

令和７年度の自家用発電設備専門技術者の所定の科目に合格した者のうち２８７名に

対して、電気工事士法で定める特種電気工事資格者（非常用予備発電装置工事資格者）の

資格取得に必要な認定申請の協力業務を行いました。 
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３．規格・基準の整備と技術調査・研究活動 

 

（１）技術基準の協会規格(ＮＥＧＡ規格)の定期的見直し 

ＮＥＧＡ規格の定期的な維持・管理のため、自家発電設備技術基準専門委員会及び同作

業会を開催し、ＮＥＧＡ規格の見直しを行っています。令和７年度は、「内燃機関駆動常

用自家発電装置技術基準」類（NEGA C 351他）及び「ガスタービン駆動常用自家発電装置

技術基準」類（NEGA C 361 他）の見直し版を発行し、「内燃機関駆動常用防災兼用発電装

置技術基準」類（NEGA C 371他）及び「ガスタービン駆動常用防災兼用発電装置技術基準」

類（NEGA C 381他）の見直し原案を作成しました。 

また、水素・アンモニア発電装置の技術基準検討作業会をキックオフし、見直しや制定

に向けた意見交換を行いました。 

 

（２）自家発電設備に関するデータの収集と分析 

令和６年度、令和７年度上期の自家発電設備の国内設置状況について、防災用及び常用

防災兼用は適合マークの使用報告を、また、常用は会員会社からのアンケート回答結果を、

集計分析し、その結果をいずれも広報誌に掲載するなどして公表しました。 

 

（３）自家発電設備の出力算定ソフトウェアの販売 

出力算定ソフトウェア「NH1Ver.4.0S(高効率モータ対応版)」のユーザーサポートを   

継続するとともに、ユーザーからの質問や改善意見などへ対応しました。 

（販売数） 

 令和７年度 

  計画数（本） 

令和 7 年度 

  実績数（本） 

計画比 

（％） 

前年度比 

（％） 

出力算定 

ソフトウェア 
４０ ３１ ７８ ７４ 

 

また、「自家発電設備の出力算定法」（NEGA C 201）及び「発電機駆動用原動機の負荷

投入特性の指針」（NEGA G 151）について、自家発電設備出力算定専門委員会にて諸元値

等の調査、出力算定法の見直し原案を作成し、技術委員会の承認を得ました。また上記見

直しなどを反映した出力算定ソフトウェア改訂について検討を行いました。 

 

（４）ガス供給系統の評価 

「ガス専焼発電設備用ガス供給系統評価委員会」で、常用防災兼用ガス専焼発電設備を

都市ガスの単独供給により予備燃料なしで設置する場合に、その供給系統が消防法令の基

準に適合しているかを審査するものです。令和７年度は９件の評価書の発行を行いました。 

 

（５）行政機関からの技術基準等の調査及び整備等への協力 

  ① 国土交通省大臣官房官庁営繕部からの意見照会等 

令和９年版発出に向けた「建築設備計画基準」及び「建築設備設計基準」の改定案に

対する意見照会があり、作業部会で意見をまとめ提出しました。 

また、令和６年度に引き続き、非常用自家発電装置と太陽光発電装置の連系に係る二

次検討依頼があり、作業部会で意見をまとめ回答し、その後他団体を含めた検討会で方

針を検討しました。 

  ② 経済産業省大臣官房産業保安・安全グループ電力安全課からの意見照会等 

水素・アンモニアを燃料とした内燃力発電設備について、保安規制の在り方の調査委

託を受けたみずほ＆テクノロジーズ㈱における検討会に出席するとともに、経済産業省

からの意見照会に対応しました。 
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（６）消防機関等の研修会への講師派遣 

（一財）日本消防設備安全センターが実施する「第一種消防設備点検資格者」の非

常電源に係る講習に講師を派遣しました。 

（一財）電気工事講習センターが実施する「非常用予備発電装置工事資格者認定講習」

に講習に講師を派遣しました。 

 

（７）災害時における自家発電設備の調査 

令和７年１２月８日に青森県東方沖を震源とする最大震度６強の地震が発生し、津波や

建築物損傷及び負傷者等の被害をもたらしたことを受け、自家発電設備の稼働状況につい

て調査を実施しました。調査結果は、ホームページ及び広報誌で公表し、行政機関にも提

供しました。 

 

 

Ⅲ．事務局関連 

 

（１）定時総会・理事会の開催 

   第５０回定時総会を令和７年６月１３日に開催し、令和６年度事業報告、決算報告及び

役員選任の議案が承認されました。 

また、理事会を４回（令和７年５月１９日、令和７年６月１３日、令和７年１０月２３

日、令和８年３月１３日）開催しました。 

 

（２）広報活動・情報公開について 

  ① 広報誌の発行 

     広報誌「内発協ニュース」を発行し、協会の事業活動、行政情報（法令、政策等）、業

界活動、会員活動状況等を中心に広報を行いました。 

また、自家発電設備に係る技術基準、保全、調査などの刊行物を販売しました。 

 

② 点検作業説明ビデオの頒布 

平成３０年６月の消防法令(消防庁告示等)の改正に係る点検作業の具体的な実施要領

を説明したＤＶＤを令和元年６月に販売を開始し、令和７年度は４本、総計で２２７本

を販売しました。 

 

③ ホームページでの情報提供 

ホームページでは、各事業に係る情報を適時発信し、また、法に定められた情報公開

を適切に行いました。  

 

（３）視察研修会の実施 

令和７年９月１２日、石川県金沢市地区で協会会員が参加した令和７年度視察研修会を

行いました。「犀川左岸浄化センター」「清水建設株式会社・北陸支店新社屋」「西日本鉄

道株式会社・金沢駅」の順に３箇所を訪ねました。関係各所のご協力のもと各施設に設置

された「消化ガスコ－ジェネレーションシステム」「水素エネルギーシステム」「ガスター

ビン発電設備」などの実機を視察しました。会員会社と事務局を合わせた参加者数は 36

名でした。 
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（４）表彰活動 

    ① 当協会表彰 

    当協会の事業運営に貢献された会員５名及び委員４名の方々に対し、功労者表彰を行

いました。 

 

   ② 官公庁表彰及び他団体表彰 

1)内閣府（総務省での伝達式及び皇居での拝謁：令和７年１１月１９日） 

「黄綬褒章」１名 

 2)国土交通省（顕彰式：令和７年１０月２８日） 

「優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）」４名 

「青年優秀施工者土地・建設産業局長顕彰（建設ジュニアマスター）」２名 

3)消防庁（表彰式：令和７年１０月１７日） 

「消防庁長官表彰」１名 

4)一般社団法人全国消防機器協会（表彰式：令和７年５月３０日） 

「会長表彰(消防機器等関係者)」１名 

5)一般社団法人日本電気協会関東支部（表彰式：令和７年１１月１１日） 

「関東東北産業保安監督部長表彰 主任技術者部門」１名 

「電気安全関東委員会委員長表彰 電気工事士部門」１名 

 

（５）創立５０周年記念関連事業の推進 

記念式典実行委員会および記念史企画委員会と連携し、記念式典の準備、記念史編案

活動を行いました。 

 

以上 

 

 


